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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者を被写体とした画像を取得し、前記取得した画像に対して編集情報を入力する編
集入力作業を行わせ、さらに、得られた編集済みの前記利用者の画像を前記利用者に提供
する写真シール作成装置において、
　撮影空間内で前記被写体を含んだ所定の範囲の画像を撮影する撮影手段と、
　前記撮影手段により撮影された画像である原画像から、前記被写体を含む一部の領域を
抽出して表示するように制御する画像表示制御手段と、
　前記撮影空間内における前記利用者の理想的な位置に係る情報を前記利用者に提示する
位置情報提示手段と
　を備え、
　前記撮影手段により静止画像が撮影されるまでの期間を、前記撮影手段が動画像の撮影
を開始した後の所定の時間に対応する第１の期間と、前記撮影手段により前記静止画像が
撮影される前の所定の時間に対応し、前記第１の期間よりも後に設定されている第２の期
間に分類し、
　前記画像表示制御手段は、
　前記第１の期間において、原画像から抽出される領域を第１の面積の領域として抽出し
、
　前記第２の期間において、原画像から抽出される領域を第２の面積の領域として抽出し
、
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　前記第１の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合が
、前記第２の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合よ
り小さい
　写真シール作成装置。
【請求項２】
　前記利用者により、第１の撮影コースが選択されて前記撮影手段による撮影が行われる
場合、
　前記画像表示制御手段は、
　前記第１の期間において、原画像から抽出される領域を第１の面積の領域として抽出し
、
　前記第２の期間において、原画像から抽出される領域を、前記第１の面積として抽出さ
れた領域の中に含まれ、前記第１の面積より小さい第２の面積の領域として抽出し、
　前記利用者により、第２の撮影コースが選択されて前記撮影手段による撮影が行われる
場合、
　前記画像表示制御手段は、前記第２の期間において、前記第１の面積と同じ大きさの第
２の面積の領域を前記原画像から抽出する
　請求項１に記載の写真シール作成装置。
【請求項３】
　前記第１の撮影コースは、前記利用者の顔または上半身をアップにした画像を撮影する
撮影コースであり、
　前記第２の撮影コースは、前記利用者の全身の画像を撮影する撮影コースである
　請求項２に記載の写真シール作成装置。
【請求項４】
　利用者を被写体とした画像を取得し、前記取得した画像に対して編集情報を入力する編
集入力作業を行わせ、さらに、得られた編集済みの前記利用者の画像を前記利用者に提供
する写真シール作成装置の写真シール作成方法において、
　撮影手段が、撮影空間内で前記被写体を含んだ所定の範囲の画像を撮影し、
　画像表示制御手段が、前記撮影された画像である原画像から、前記被写体を含む一部の
領域を抽出して表示し、
　位置情報提示手段が、前記撮影空間内における前記利用者の理想的な位置に係る情報を
前記利用者に提示するように制御するステップを含み、
　前記撮影手段により静止画像が撮影されるまでの期間を、前記撮影手段が動画像の撮影
を開始した後の所定の時間に対応する第１の期間と、前記撮影手段により前記静止画像が
撮影される前の所定の時間に対応し、前記第１の期間よりも後に設定されている第２の期
間に分類し、
　前記画像表示制御手段は、
　前記第１の期間において、原画像から抽出される領域を第１の面積の領域として抽出し
、
　前記第２の期間において、原画像から抽出される領域を第２の面積の領域として抽出し
、
　前記第１の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合が
、前記第２の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合よ
り小さくなるように抽出する
　ステップを含む写真シール作成方法。
【請求項５】
　利用者を被写体とした画像を取得し、前記取得した画像に対して編集情報を入力する編
集入力作業を行わせ、さらに、得られた編集済みの前記利用者の画像を前記利用者に提供
する写真シール作成装置における処理をコンピュータに実行させるプログラムであって、
　撮影手段が、撮影空間内で前記被写体を含んだ所定の範囲の画像を撮影し、
　画像表示制御手段が、前記撮影された画像である原画像から、前記被写体を含む一部の
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領域を抽出して表示するように制御し、
　位置情報提示手段が、前記撮影空間内における前記利用者の理想的な位置に係る情報を
前記利用者に提示するように制御するステップを含む処理をコンピュータに実行させ、
　前記撮影手段により静止画像が撮影されるまでの期間を、前記撮影手段が動画像の撮影
を開始した後の所定の時間に対応する第１の期間と、前記撮影手段により前記静止画像が
撮影される前の所定の時間に対応し、前記第１の期間よりも後に設定されている第２の期
間に分類し、
　前記画像表示制御手段は、
　前記第１の期間において、原画像から抽出される領域を第１の面積の領域として抽出し
、
　前記第２の期間において、原画像から抽出される領域を第２の面積の領域として抽出し
、
　前記第１の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合が
、前記第２の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合よ
り小さくなるように抽出する
　ステップを含む
　プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、写真シール作成装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、利用者が
意図する構図の画像を提供できるようにする写真シール作成装置および方法、並びにプロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　利用者を撮影し、撮影画像に対して利用者に編集を行わせ、編集後の画像をシール紙に
印刷して提供する写真シール機が知られている。このような写真シール機は娯楽（遊戯）
施設等に設置される。
【０００３】
　写真シール機によって提供される１ゲームの流れは、通常、撮影空間内にいる利用者を
被写体として撮影し、利用者を編集空間に移動させ、編集空間内で行われる操作に従って
画像を編集し、編集後の画像である編集済み画像をシール紙に印刷して排出するという流
れになる。
【０００４】
　写真シール機での撮影においては、カメラの撮影範囲の背景全体に幕（背景カーテン）
が配置されており、被写体である利用者とともに背景カーテンが撮影されるため、背景の
色が均一化される。
【０００５】
　しかしながら、近年、写真シール機では、ユーザの趣向に合わせて、どんなポーズ（例
えば、大の字ポーズなどの全身ポーズ）にでも対応できるように、カメラの撮像範囲の領
域を広げるようになった。これにより、撮影された画像の背景の一部にしか背景カーテン
が写らないことがある。
【０００６】
　そこで、例えば、背景カーテンからはみ出した部分も背景カーテンと同様の画像となる
ように処理される写真シール機も提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　また、撮影時に被写体を撮影した画像の構図として、被写体である利用者の立ち位置な
どがベストポジションである否かを判定し、ベストポジションになった場合にアナウンス
することで、構図のよい画像を得るようにした写真シール機も提案されている（例えば、
特許文献２参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第３８７６９８５号公報
【特許文献２】特開２０１２－７４７７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、例えば、特許文献１のような写真シール機では、利用者にとって不要と
される部分までが背景画像とされることになるので、利用者が意図する構図の画像を提供
できないことがあった。
【００１０】
　また、特許文献２のような写真シール機では、利用者が移動してベストポジションを探
す必要があるため、面倒であり、時間がかかることがあった。加えて、ベストポジション
を探すことができなかった場合は、利用者が意図する構図の画像を提供できず、利用者の
満足度を高めることができなかった。
【００１１】
　さらに、利用者は撮影空間内のタッチパネルモニタに表示された画像を見ながら、誘導
情報に従って撮影空間内を移動するが、一般的な利用者は小顔に写りたいため、カメラに
近づくことをためらう傾向がある。
【００１２】
　つまり、利用者には写真に写った自分の顔をできるだけ小さく見せたいという願望があ
り、例えば、「もっと前に来てね！」などの誘導情報を提示しても、なかなかカメラに近
づこうとしない利用者も多い。
【００１３】
　このため、従来の技術では、画像の中で利用者の顔が十分な大きさで表示されず、利用
者が意図する構図の画像を提供できないことがあった。
【００１４】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、利用者が意図する構図の画像
を提供できるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一側面は、利用者を被写体とした画像を取得し、前記取得した画像に対して編
集情報を入力する編集入力作業を行わせ、さらに、得られた編集済みの前記利用者の画像
を前記利用者に提供する写真シール作成装置において、撮影空間内で前記被写体を含んだ
所定の範囲の画像を撮影する撮影手段と、前記撮影手段により撮影された画像である原画
像から、前記被写体を含む一部の領域を抽出して表示するように制御する画像表示制御手
段と、前記撮影空間内における前記利用者の理想的な位置に係る情報を前記利用者に提示
する位置情報提示手段とを備え、前記撮影手段により静止画像が撮影されるまでの期間を
、前記撮影手段が動画像の撮影を開始した後の所定の時間に対応する第１の期間と、前記
撮影手段により前記静止画像が撮影される前の所定の時間に対応し、前記第１の期間より
も後に設定されている第２の期間に分類し、前記画像表示制御手段は、前記第１の期間に
おいて、原画像から抽出される領域を第１の面積の領域として抽出し、前記第２の期間に
おいて、原画像から抽出される領域を第２の面積の領域として抽出し、前記第１の期間に
おいて原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合が、前記第２の期間に
おいて原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合より小さい写真シール
作成装置である。
【００２０】
　前記利用者により、第１の撮影コースが選択されて前記撮影手段による撮影が行われる
場合、前記画像表示制御手段は、前記第１の期間において、原画像から抽出される領域を
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第１の面積の領域として抽出し、前記第２の期間において、原画像から抽出される領域を
、前記第１の面積として抽出された領域の中に含まれ、前記第１の面積より小さい第２の
面積の領域として抽出し、前記利用者により、第２の撮影コースが選択されて前記撮影手
段による撮影が行われる場合、前記画像表示制御手段は、前記第２の期間において、前記
第１の面積と同じ大きさの第２の面積の領域を前記原画像から抽出するようにすることが
できる。
【００２１】
　前記第１の撮影コースは、前記利用者の顔または上半身をアップにした画像を撮影する
撮影コースであり、前記第２の撮影コースは、前記利用者の全身の画像を撮影する撮影コ
ースであるようにすることができる。
【００２２】
　本発明の一側面は、利用者を被写体とした画像を取得し、前記取得した画像に対して編
集情報を入力する編集入力作業を行わせ、さらに、得られた編集済みの前記利用者の画像
を前記利用者に提供する写真シール作成装置の写真シール作成方法において、撮影手段が
、撮影空間内で前記被写体を含んだ所定の範囲の画像を撮影し、画像表示制御手段が、前
記撮影された画像である原画像から、前記被写体を含む一部の領域を抽出して表示し、位
置情報提示手段が、前記撮影空間内における前記利用者の理想的な位置に係る情報を前記
利用者に提示するように制御するステップを含み、前記撮影手段により静止画像が撮影さ
れるまでの期間を、前記撮影手段が動画像の撮影を開始した後の所定の時間に対応する第
１の期間と、前記撮影手段により前記静止画像が撮影される前の所定の時間に対応し、前
記第１の期間よりも後に設定されている第２の期間に分類し、前記画像表示制御手段は、
前記第１の期間において、原画像から抽出される領域を第１の面積の領域として抽出し、
前記第２の期間において、原画像から抽出される領域を第２の面積の領域として抽出し、
前記第１の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合が、
前記第２の期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合より
小さくなるように抽出する写真シール作成方法である。
【００２３】
　本発明の一側面は、利用者を被写体とした画像を取得し、前記取得した画像に対して編
集情報を入力する編集入力作業を行わせ、さらに、得られた編集済みの前記利用者の画像
を前記利用者に提供する写真シール作成装置における処理をコンピュータに実行させるプ
ログラムであって、撮影手段が、撮影空間内で前記被写体を含んだ所定の範囲の画像を撮
影し、画像表示制御手段が、前記撮影された画像である原画像から、前記被写体を含む一
部の領域を抽出して表示するように制御し、位置情報提示手段が、前記撮影空間内におけ
る前記利用者の理想的な位置に係る情報を前記利用者に提示するように制御するステップ
を含む処理をコンピュータに実行させ、前記撮影手段により静止画像が撮影されるまでの
期間を、前記撮影手段が動画像の撮影を開始した後の所定の時間に対応する第１の期間と
、前記撮影手段により前記静止画像が撮影される前の所定の時間に対応し、前記第１の期
間よりも後に設定されている第２の期間に分類し、前記画像表示制御手段は、前記第１の
期間において、原画像から抽出される領域を第１の面積の領域として抽出し、前記第２の
期間において、原画像から抽出される領域を第２の面積の領域として抽出し、前記第１の
期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合が、前記第２の
期間において原画像から抽出される画像に占める前記被写体の面積の割合より小さくなる
ように抽出するプログラムである。
【００２４】
　本発明の一側面においては、撮影空間内で被写体を含んだ所定の範囲の画像が撮影され
、前記撮影された画像である原画像から、前記被写体を含む一部の領域が抽出されて表示
され、前記撮影空間内における利用者の理想的な位置に係る情報が前記利用者に提示され
、静止画像が撮影されるまでの期間が、動画像の撮影を開始した後の所定の時間に対応す
る第１の期間と、静止画像が撮影される前の所定の時間に対応し、前記第１の期間よりも
後に設定されている第２の期間に分類され、前記第１の期間において、原画像から抽出さ
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れる領域が第１の面積の領域として抽出され、前記第２の期間において、原画像から抽出
される領域が第２の面積の領域として抽出され、前記第１の期間において原画像から抽出
される画像に占める前記被写体の面積の割合が、前記第２の期間において原画像から抽出
される画像に占める前記被写体の面積の割合より小さくなるように抽出される。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、利用者に負担をかけることなく、利用者が意図する構図の画像を提供
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施の形態に係る写真シール作成装置の外観の構成例を示す斜視図で
ある。
【図２】写真シール作成装置の外観を他の角度からみた斜視図である。
【図３】利用者の移動について説明する図である。
【図４】撮影部の構成例を示す図である。
【図５】背景部の構成例を示す図である。
【図６】編集部の構成例を示す図である。
【図７】事後接客部の構成例を示す図である。
【図８】写真シール作成装置の内部の構成例を示すブロック図である。
【図９】制御部の詳細な構成例を示す機能ブロック図である。
【図１０】図９の撮影処理の詳細な構成例を示すブロック図である。
【図１１】写真シール作成ゲーム処理の流れの例を説明するフローチャートである。
【図１２】図１１の撮影処理の詳細な例を説明するフローチャートである。
【図１３】図１２のライブビュー画面表示処理の詳細な例を説明するフローチャートであ
る。
【図１４】目標枠と対象枠の例を説明する図である。
【図１５】撮影処理およびライブビュー画面表示処理において、カメラから出力される画
像の例を示す図である。
【図１６】誘導用動画像、撮影直前動画像、および撮影結果画像の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明を適用した具体的な実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明
する。
【００２８】
　図１は、画像生成装置としての写真シール作成装置１の外観の構成例を示す斜視図であ
る。
【００２９】
　写真シール作成装置１は、撮影や編集等の作業を利用者にゲームとして行わせ、撮影画
像や編集済み画像を提供する代わりに利用者より代金を受け取るゲーム機である。写真シ
ール作成装置１はゲームセンタなどの店舗に設置される。利用者は１人であることもある
し、複数人であることもある。
【００３０】
　写真シール作成装置１が提供するゲームで遊ぶ利用者は、代金を投入し、自身が被写体
となって撮影を行い、撮影によって得られた撮影画像の中から選択した編集対象の画像に
対して、背景や前景の画像となる合成用画像や手書きの線画やスタンプ画像を合成する編
集機能を用いて編集を行うことにより、撮影画像を彩り豊かな画像にする。利用者は、編
集済みの画像が印刷されたシール紙を受け取って一連のゲームを終了させることになる。
【００３１】
　図１に示すように、写真シール作成装置１は、主に、撮影ユニット１１、編集部１２、
および事後接客部１３から構成される。撮影ユニット１１と編集部１２が接した状態で設
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置され、編集部１２と事後接客部１３が接した状態で設置される。
【００３２】
　撮影ユニット１１は、撮影部２１と背景部２２から構成される。撮影部２１と背景部２
２は所定の距離だけ離れて設置され、撮影部２１と背景部２２の間に形成される空間であ
る撮影空間において撮影処理が行われる。
【００３３】
　撮影部２１は撮影処理を利用者に行わせる装置である。撮影部２１は、撮影空間に入り
、撮影処理を行っている利用者の正面に位置する。撮影空間を正面に臨む面を構成する撮
影部２１の正面パネル４１には、撮影処理時に利用者により用いられるタッチパネルモニ
タなどが設けられる。撮影空間にいる利用者から見て左側の面を左側面、右側の面を右側
面とすると、撮影部２１の左側面が側面パネル４２Ａにより構成され、右側面が側面パネ
ル４２Ｂにより構成される。
【００３４】
　背景部２２は、正面を向いて撮影処理を行っている利用者の背面側に位置する板状の部
材である背面パネル５１、背面パネル５１の左端に取り付けられ、側面パネル４２Ａより
横幅の狭い板状の部材である側面パネル５２Ａ、および、背面パネル５１の右端に取り付
けられ、側面パネル４２Ｂより横幅の狭い板状の部材である側面パネル５２Ｂ（図示せず
）から構成される。
【００３５】
　撮影部２１の左側面を構成する側面パネル４２Ａと背景部２２の側面パネル５２Ａは、
ほぼ同一平面に設けられ、それぞれの上部が板状の部材である連結部２３Ａによって連結
される。また、撮影部２１の右側面を構成する側面パネル４２Ｂと背景部２２の側面パネ
ル５２Ｂは、ほぼ同一平面に設けられ、それぞれの上部が板状の部材である連結部２３Ｂ
によって連結される。
【００３６】
　撮影部２１の側面パネル４２Ａ、連結部２３Ａ、および背景部２２の側面パネル５２Ａ
に囲まれることによって形成される開口が撮影空間の出入り口Ｇ１となる。図示されない
が、撮影部２１の側面パネル４２Ｂ、連結部２３Ｂ、および背景部２２の側面パネル５２
Ｂに囲まれることによって形成される開口も撮影空間の出入り口Ｇ２となる。
【００３７】
　背景部２２の上部には、背面パネル５１、側面パネル５２Ａ、および側面パネル５２Ｂ
に支持される形で背景カーテンユニット２５が設けられる。背景カーテンユニット２５に
は、色または柄の異なる、背景に利用される巻き取り式の背景カーテンが複数収納される
。背景カーテンユニット２５は、撮影部２１に設けられたカメラ等による撮影と連動して
動作し、撮影の際に、例えば利用者により選択された色のカーテンを下ろし、その他のカ
ーテンを巻き取る。
【００３８】
　なお、背景カーテンユニット２５に収納される背景カーテンとしては、複数枚のカーテ
ンを１枚のクロマキ用のカーテンとして使用する昇降式カーテンを用意してもよい。また
、クロマキ用のカーテンを予め撮影空間の背面となる背面パネル５１に張り付けるととも
に、合成用の背景画像を複数種類用意し、撮影処理や編集処理において、利用者が所望す
る背景画像をカーテンの部分に合成することができるようにしてもよい。
【００３９】
　撮影空間の上方には、撮影部２１の正面パネル４１、連結部２３Ａ、連結部２３Ｂ、お
よび背景カーテンユニット２５に囲まれる開口が形成され、その開口の一部を覆うように
天井ストロボユニット２４が設けられる。天井ストロボユニット２４の一端が連結部２３
Ａに固定され、他端が連結部２３Ｂに固定される。天井ストロボユニット２４は、撮影に
合わせて撮影空間内に向けて発光するストロボを内蔵する。天井ストロボユニット２４を
構成するストロボの内部には蛍光灯が設けられており、撮影空間の照明としても機能する
。



(8) JP 6201397 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

【００４０】
　編集部１２は、撮影処理によって得られた画像を編集する処理である編集処理を利用者
に行わせる装置である。編集部１２は、一方の側面が撮影部２１の正面パネル４１の背面
に接するように撮影ユニット１１に連結して設けられる。編集部１２には、編集処理時に
利用者により用いられるタブレット内蔵モニタなどの構成が設けられる。
【００４１】
　図１に示す編集部１２の構成を正面側の構成とすると、２組の利用者が同時に編集処理
を行うことができるように、編集部１２の正面側と背面側には編集処理に用いられる構成
がそれぞれ設けられる。
【００４２】
　編集部１２の正面側は、床面に対して垂直な面であり、側面パネル４２Ａとほぼ平行な
面である面７１と、面７１の上方に形成された斜面７２から構成され、編集処理に用いら
れる構成が斜面７２に設けられる。斜面７２の左側には、柱状の形状を有し、照明装置７
４の一端を支持する支持部７３Ａが設けられる。支持部７３Ａの上面にはカーテンレール
２６を支持する支持部７５が設けられる。斜面７２の右側にも、照明装置７４の他端を支
持する支持部７３Ｂ（図２）が設けられる。
【００４３】
　編集部１２の上方にはカーテンレール２６が取り付けられる。カーテンレール２６は、
上から見たときの形状がコの字状となるように３本のレール２６Ａ乃至２６Ｃを組み合わ
せて構成される。平行に設けられるレール２６Ａと２６Ｂの一端は、連結部２３Ａと連結
部２３Ｂにそれぞれ固定され、他端に残りの一本のレール２６Ｃの両端が接合される。
【００４４】
　カーテンレール２６には、編集部１２の正面前方の空間と背面前方の空間の内部が外か
ら見えないようにカーテンが取り付けられる。カーテンレール２６に取り付けられたカー
テンにより囲まれる編集部１２の正面前方の空間と背面前方の空間が、利用者が編集処理
を行う編集空間となる。
【００４５】
　図２は、写真シール作成装置１を別の角度から見た斜視図である。
【００４６】
　事後接客部１３は事後接客処理を利用者に行わせる装置である。事後接客処理には、撮
影画像や編集済みの画像を携帯電話機などの携帯端末に送信する処理、ミニゲームを利用
者に行わせる処理、アンケートに答えさせる処理などが含まれる。
【００４７】
　図２に示すように、事後接客部１３は、所定の厚さを有する板状の筐体をその一部とし
て有しており、残りの部分は編集部１２の左側面と一体に設けられる。事後接客部１３の
正面には、事後接客処理時に利用者により用いられるタブレット内蔵モニタや、撮影画像
や編集済みの画像が印刷されたシール紙が排出される排出口などが設けられる。事後接客
部１３の正面前方の空間が、シール紙への印刷が終わるのを待っている利用者が事後接客
処理を行う事後接客空間となる。
【００４８】
　ここで、写真シール作成ゲームの流れと、それに伴う利用者の移動について図３を参照
して説明する。図３は、写真シール作成装置１を上から見た平面図である。
【００４９】
　写真シール作成装置１の利用者は、白抜き矢印＃１で示すように出入り口Ｇ１から、ま
たは白抜き矢印＃２で示すように出入り口Ｇ２から、撮影部２１と背景部２２の間に形成
された撮影空間Ａ１に入り、撮影部２１に設けられたカメラやタッチパネルモニタなど利
用して撮影処理を行う。
【００５０】
　撮影処理を終えた利用者は、白抜き矢印＃３で示すように出入り口Ｇ１を使って撮影空
間Ａ１から出て編集空間Ａ２－１に移動するか、白抜き矢印＃４で示すように出入り口Ｇ
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２を使って撮影空間Ａ１から出て編集空間Ａ２－２に移動する。
【００５１】
　編集空間Ａ２－１は、編集部１２の正面側の編集空間であり、編集空間Ａ２－２は、編
集部１２の背面側の編集空間である。編集空間Ａ２－１と編集空間Ａ２－２のいずれの空
間に移動するのかが、撮影部２１のタッチパネルモニタの画面表示などによって案内され
る。例えば２つの編集空間のうちの空いている方の空間が移動先として案内される。編集
空間Ａ２－１または編集空間Ａ２－２に移動した利用者は編集処理を開始する。編集空間
Ａ２－１の利用者と、編集空間Ａ２－２の利用者は同時に編集処理を行うことができる。
【００５２】
　編集処理が終了した後、撮影画像や編集済みの画像の中から選択された画像の印刷が開
始される。画像の印刷中、編集処理を終えた利用者は、編集空間Ａ２－１で編集処理を行
っていた場合には白抜き矢印＃５で示すように編集空間Ａ２－１から事後接客空間Ａ３に
移動して事後接客処理を行う。また、編集処理を終えた利用者は、編集空間Ａ２－２で編
集処理を行っていた場合には白抜き矢印＃６で示すように編集空間Ａ２－２から事後接客
空間Ａ３に移動し、事後接客空間Ａ３において事後接客処理を行う。
【００５３】
　画像の印刷が終了したとき、利用者は、事後接客部１３に設けられた排出口からシール
紙を受け取り、一連の写真シール作成ゲームを終えることになる。
【００５４】
　次に、各装置の構成について説明する。
【００５５】
［撮影部の構成］
　図４は、撮影部２１の正面の構成例を示す図である。撮影部２１は、正面パネル４１、
側面パネル４２Ａ、および側面パネル４２Ｂが、箱状の形状を有するベース部４３に取り
付けられることによって構成される。
【００５６】
　正面パネル４１は撮影空間Ａ１で撮影処理を行う利用者の正面に位置し、側面パネル４
２Ａと側面パネル４２Ｂは、それぞれ、撮影空間Ａ１で撮影処理を行う利用者の左側、右
側に位置する。
【００５７】
　正面パネル４１のほぼ中央には撮影・表示ユニット８１が設けられる。撮影・表示ユニ
ット８１は、カメラ９１、正面ストロボ９２、およびタッチパネルモニタ９３から構成さ
れる。
【００５８】
　カメラ９１は、ＣＣＤ(Charge Coupled Device)などの撮像素子により構成され、撮影
空間Ａ１にいる利用者を撮影する。カメラ９１により取り込まれた動画像は、タッチパネ
ルモニタ９３にリアルタイムで表示される。利用者により撮影が指示されたときなどの所
定のタイミングでカメラ９１により取り込まれた画像は撮影画像（静止画像）として保存
される。
【００５９】
　カメラ９１を囲むように発光面が設けられた正面ストロボ９２は、他のストロボと同様
にカメラ９１による撮影に合わせて発光し、被写体としての利用者の顔付近を正面から照
射する。
【００６０】
　カメラ９１の下側に設けられたタッチパネルモニタ９３は、ＬＣＤ(Liquid Crystal Di
splay)などのモニタと、それに積層されたタッチパネルにより構成される。タッチパネル
モニタ９３は、カメラ９１により取り込まれた動画像を表示するライブビューモニタとし
ての機能と、各種のＧＵＩ(Graphical User Interface)画像を表示し、利用者の選択操作
をタッチパネルにより受け付ける機能とを備えている。タッチパネルモニタ９３には、適
宜、撮影結果としての静止画像や、背景等の画像が合成された後の動画像が表示される。
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【００６１】
　正面パネル４１には、撮影・表示ユニット８１の位置を基準として、上方に上ストロボ
８２が設置される。また、左方に左ストロボ８３が設置され、右方に右ストロボ８４が設
置される。
【００６２】
　上ストロボ８２は、利用者を上前方から照射する。左ストロボ８３は、利用者を左前方
から照射し、右ストロボ８４は、利用者を右前方から照射する。
【００６３】
　ベース部４３には利用者の足元を照射する足元ストロボ８６も設けられる。上ストロボ
８２、左ストロボ８３、右ストロボ８４、および足元ストロボ８６の内部には蛍光灯、電
子制御により発光するフラッシュライトなどが設けられており、天井ストロボユニット２
４を構成するストロボの内部の蛍光灯やフラッシュライトと合わせて、撮影空間Ａ１内の
照明として用いられる。各蛍光灯やフラッシュライトの発光量が調整されることによって
、または、発光させる蛍光灯やフラッシュライトの数が調整されることによって、撮影空
間Ａ１内の明るさが、利用者が行っている撮影処理の内容に応じて適宜調整される。
【００６４】
　足元ストロボ８６の右側には、利用者がお金を投入する硬貨投入返却口８７が設けられ
る。
【００６５】
　ベース部４３の上面の左右に形成されるスペース４３Ａおよび４３Ｂは、撮影処理を行
う利用者が手荷物等を置くための荷物置き場として用いられる。正面パネル４１の例えば
天井付近には、撮影処理の案内音声、ＢＧＭ(Back Ground Music)、効果音等の音を出力
するスピーカも設けられる。
【００６６】
　図５は、背景部２２の撮影空間Ａ１側の構成例を示す図である。
【００６７】
　上述したように、背面パネル５１の上方には背景カーテンユニット２５が設けられる。
背景カーテンユニット２５のほぼ中央には、撮影空間Ａ１内で撮影処理を行っている利用
者を後方中央から照射する背面中央ストロボ１０１が取り付けられる。
【００６８】
　背面パネル５１の上方であって、出入り口Ｇ１側の位置には、撮影空間Ａ１内で撮影処
理を行っている利用者を左後方から照射する背面左ストロボ１０２が取り付けられる。ま
た、背面パネル５１の上方であって、出入り口Ｇ２側の位置には、撮影空間Ａ１内で撮影
処理を行っている利用者を右後方から照射する背面右ストロボ１０３が取り付けられる。
【００６９】
　図６は、編集部１２の正面側（編集空間Ａ２－１側）の構成例を示す図である。
【００７０】
　斜面７２のほぼ中央には、タブレット内蔵モニタ１３１が設けられる。タブレット内蔵
モニタ１３１を挟んで左側にタッチペン１３２Ａが設けられ、右側にタッチペン１３２Ｂ
が設けられる。
【００７１】
　タブレット内蔵モニタ１３１は、タッチペン１３２Ａまたは１３２Ｂを用いて操作入力
が可能なタブレットがＬＣＤなどのモニタに重畳して設けられることによって構成される
。タブレット内蔵モニタ１３１には、例えば、編集対象画像として選択された撮影画像の
編集に用いられる画面である編集画面が表示される。２人で同時に編集作業を行う場合、
タッチペン１３２Ａは一方の利用者により用いられ、タッチペン１３２Ｂは他方の利用者
により用いられる。
【００７２】
　編集部１２の左側には事後接客部１３が設けられる。
【００７３】
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　図７は、事後接客部１３の正面側の構成例を示す図である。
【００７４】
　事後接客部１３の上方中央にはタブレット内蔵モニタ１６１が設けられる。タブレット
内蔵モニタ１６１は、利用者の指などによって操作入力が可能なタブレットがＬＣＤなど
のモニタに重畳して設けられることによって構成される。タブレット内蔵モニタ１６１に
は、ミニゲームなどの事後接客処理に用いられる画面が表示される。
【００７５】
　タブレット内蔵モニタ１６１の下にはスピーカ１６２が設けられ、スピーカ１６２の下
にはシール紙排出口１６３が設けられる。
【００７６】
　スピーカ１６２は、事後接客処理の案内音声、ＢＧＭ、効果音等の音を出力する。
【００７７】
　シール紙排出口１６３には、編集空間Ａ２－１の利用者が編集処理を行うことによって
作成した画像が印刷されたシール紙、または、編集空間Ａ２－２の利用者が編集処理を行
うことによって作成した画像が印刷されたシール紙が排出される。編集部１２の内部には
プリンタが設けられており、画像の印刷がそのプリンタにより行われる。
【００７８】
　次に、写真シール作成装置１の内部構成について説明する。図８は、写真シール作成装
置１の内部の構成例を示すブロック図である。上述した構成と同じ構成には同じ符号を付
してある。重複する説明については適宜省略する。
【００７９】
　制御部２０１はＣＰＵ(Central Processing Unit)などよりなり、ＲＯＭ(Read Only Me
mory)２０６や記憶部２０２に記憶されているプログラムを実行し、写真シール作成装置
１の全体の動作を制御する。制御部２０１には、記憶部２０２、通信部２０３、ドライブ
２０４、ＲＯＭ２０６、ＲＡＭ(Random Access Memory)２０７が接続される。制御部２０
１には、撮影部２０８、編集部２０９、および事後接客部２１０の各構成も接続される。
【００８０】
　記憶部２０２は、ハードディスクやフラッシュメモリなどの不揮発性の記憶媒体からな
り、制御部２０１から供給された各種の設定情報を記憶する。記憶部２０２に記憶されて
いる情報は制御部２０１により適宜読み出される。
【００８１】
　通信部２０３は、インターネットなどのネットワークのインタフェースであり、制御部
２０１による制御に従って外部の装置と通信を行う。
【００８２】
　ドライブ２０４には、光ディスクや半導体メモリなどよりなるリムーバブルメディア２
０５が適宜装着される。ドライブ２０４によりリムーバブルメディア２０５から読み出さ
れたコンピュータプログラムやデータは、制御部２０１に供給され、記憶部２０２に記憶
されたり、インストールされたりする。
【００８３】
　ＲＯＭ２０６には、制御部２０１において実行されるプログラムやデータが記憶されて
いる。ＲＡＭ２０７は、制御部２０１が処理するデータやプログラムを一時的に記憶する
。
【００８４】
　撮影部２０８は、撮影空間Ａ１における撮影処理を行う構成である硬貨処理部２２１、
背景制御部２２２、照明装置２２３、カメラ９１、タッチパネルモニタ９３、およびスピ
ーカ２２４から構成される。
【００８５】
　硬貨処理部２２１は、硬貨投入返却口８７に対する硬貨の投入を検出する。硬貨処理部
２２１は、例えば４００円などの所定の金額分の硬貨が投入されたことを検出した場合、
そのことを表す起動信号を制御部２０１に出力する。
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【００８６】
　背景制御部２２２は、制御部２０１より供給される背景制御信号に従って背景カーテン
ユニット２５に収納されている背景カーテンの上げ下ろしを行う。背景カーテンの選択が
利用者により手動で行われるようにしてもよい。
【００８７】
　照明装置２２３は、撮影空間Ａ１内の各ストロボの内部に設けられる蛍光灯であり、制
御部２０１より供給される照明制御信号に従って発光する。上述したように、撮影空間Ａ
１には、天井ストロボユニット２４のストロボの他に、撮影部２１に設けられる上ストロ
ボ８２、左ストロボ８３、右ストロボ８４、足元ストロボ８６と、背景部２２に設けられ
る背面中央ストロボ１０１、背面左ストロボ１０２，背面右ストロボ１０３が設けられて
いる。
【００８８】
　また、照明装置２２３は、制御部２０１による制御に従って発光量を調整することによ
って、利用者が行っている撮影作業の段階に応じて撮影空間Ａ１内の明るさを調整する。
【００８９】
　カメラ９１は、制御部２０１による制御に従って撮影を行い、撮影によって得られた画
像を制御部２０１に出力する。
【００９０】
　編集部２０９Ａは、編集空間Ａ２－１における編集処理を行う構成として編集部１２の
正面側に設けられるタブレット内蔵モニタ１３１、タッチペン１３２Ａ，１３２Ｂ、およ
びスピーカ２３１から構成される。編集部２０９Ｂも編集部２０９Ａと同一の構成を有し
ており、編集空間Ａ２－２における編集処理を行う。
【００９１】
　タブレット内蔵モニタ１３１は、制御部２０１による制御に従って編集画面を表示し、
編集画面に対する利用者の操作を検出する。利用者の操作の内容を表す信号は制御部２０
１に供給され、編集対象の撮影画像の編集が行われる。
【００９２】
　事後接客部２１０は、事後接客空間Ａ３における事後接客処理を行う構成であるタブレ
ット内蔵モニタ１６１、スピーカ１６２、印刷処理を行う構成であるプリンタ２４１、お
よびシール紙ユニット２４２から構成される。
【００９３】
　プリンタ２４１は、撮影画像、または編集処理によって得られた編集済みの画像を、プ
リンタ２４１に装着されたシール紙ユニット２４２に収納されているシール紙に印刷し、
シール紙排出口１６３に排出する。
【００９４】
　次に、制御部２０１について説明する。図９は、制御部２０１がＲＯＭ２０６などに格
納されているプログラムを実行することにより実現される機能ブロックの構成例を示して
いる。
【００９５】
　制御部２０１は、写真シール作成ゲームを開始する際に投入される代金に関する処理や
利用者を撮影する等の写真シール作成ゲームの撮影作業の工程に関する処理を行う撮影処
理部３０１、撮影画像に対する落書き編集等の写真シール作成ゲームの編集作業の工程に
関する処理を行う編集処理部３０２、シール紙の印刷等の写真シール作成ゲームの印刷の
工程に関する処理を行う印刷処理部３０３、および、編集作業を終了した利用者を接客す
る写真シール作成ゲームの事後接客の工程に関する処理を行う事後接客処理部３０４を有
する。
【００９６】
　つまり、制御部２０１は、写真シール作成ゲームの各工程に関する処理の制御を行う。
【００９７】
　図１０は、図９の撮影処理部３０１の詳細な構成例を示している。撮影処理部３０１は



(13) JP 6201397 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

、操作入力処理部３１１、顔画像認識部３１２、画像処理部３１３、トリミング処理部３
１４、表示制御部３１５、および管理部３１６から構成される。なお、以下、カメラ９１
により撮影された動画像と静止画像を区別する必要がない場合、すなわち、どちらにも共
通する場合、単に画像（例えば、撮影画像）などと称する。
【００９８】
　操作入力処理部３１１は、タッチパネルモニタ９３を制御して、撮影コースを利用者に
選択させる処理、合成用画像を利用者に選択させる処理、撮影された画像の中から編集対
象とするもの（編集対象画像）を利用者に選択させる処理などを行う。
【００９９】
　顔画像認識部３１２は、撮影される画像、あるいは、撮影された画像における所定の範
囲において、目を検知するなどの方法で、利用者（被写体）の顔の位置を認識する。なお
、顔画像認識部３１２は、顔の位置の認識結果より、被写体の人数を容易に認識すること
ができる。ここでは、顔認識（顔検出）技術を用いる例について説明したが、被写体認識
技術が用いられるようにしてもよい。
【０１００】
　画像処理部３１３は、顔画像認識部３１２により被写体の顔が認識された場合、撮影さ
れた画像のうち、認識された被写体の顔の範囲、または、予め設定された範囲の画像の画
像処理を行う。具体的には、画像処理部３１３は、例えば、被写体の肌の色を、見栄えの
よい肌の色に補正（変換）する画像処理をしたり、目検知が行われた場合には、例えば、
被写体の目をぱっちりさせるように見栄えよく補正する画像処理を行う。
【０１０１】
　トリミング処理部３１４は、必要に応じて、カメラ９１により撮影された被写体の画像
の一部分をトリミングする。また、トリミング処理部３１４は、トリミングした部分を拡
大または縮小して、その画像と合成用画像を合成する。
【０１０２】
　表示制御部３１５は、撮影された動画像や、合成用画像と合成された動画像（合成動画
像）を、タッチパネルモニタ９３（ライブビューモニタ）にライブビュー表示させる。表
示される動画像は、被写体の顔として認識された部分に画像処理されている。
【０１０３】
　また、表示制御部３１５は、合成用画像と合成された静止画像（合成静止画像）を撮影
結果としてタッチパネルモニタ９３に表示させる。
【０１０４】
　管理部３１６は、カメラ９１のシャッタータイミングを制御したり、各ゲーム時におけ
るシャッタ回数や経過時間を計測したりする。また、管理部３１６は、必要に応じて、利
用者に各種の動作を促す案内、誘導に係る音声を、スピーカ２２４から出力させる。
【０１０５】
　次に、図１１のフローチャートを参照して、写真シール作成ゲームを提供する写真シー
ル作成装置１の処理について説明する。
【０１０６】
　ステップＳ１において、写真シール作成装置１の撮影処理部３０１は、所定の金額分の
硬貨が投入されたか否かを硬貨処理部２２１から供給される信号に基づいて判定し、投入
されたと判定するまで待機する。
【０１０７】
　ステップＳ１において、硬貨が投入されたと判定された場合、ステップＳ２において、
撮影処理部３０１は、撮影部２０８を制御し、図１２を参照して後述する撮影処理を実行
する。これにより、カメラ９１に取り込まれた被写体の動画像をタッチパネルモニタ９３
にライブビュー表示させ、撮影空間Ａ１にいる利用者が被写体として撮影される。撮影処
理では、例えば、利用者の全身を撮影する全身撮影、または、利用者の顔若しくは上半身
を撮影するアップ撮影が行われる。
【０１０８】
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　ステップＳ３において、撮影処理部３０１は、撮影空間Ａ１にいる利用者に対して、編
集空間Ａ２－１または編集空間Ａ２－２への移動を案内する。編集空間Ａ２－１または編
集空間Ａ２－２への移動の案内は、撮影部２０８のタッチパネルモニタ９３に画面を表示
させることによって、または音声をスピーカ２２４から出力させることによって行われる
。
【０１０９】
　ステップＳ４において、編集処理部３０２は、編集空間Ａ２－１と編集空間Ａ２－２の
うち、撮影処理を終えた利用者の移動先とした方の編集空間に対応する編集部２０９を制
御し、編集処理を行う。具体的には、編集処理部３０２は、編集対象画像として選択され
た撮影画像に合成する合成用画像を利用者に選択させ、選択された合成用画像を撮影画像
に合成させ、得られた合成画像に対して、利用者による編集操作に従って編集を行う。
【０１１０】
　ステップＳ５において、編集処理部３０２は、編集空間Ａ２－１または編集空間Ａ２－
２で編集処理を終えた利用者に対して事後接客空間Ａ３への移動を案内する。事後接客空
間Ａ３への移動の案内は、タブレット内蔵モニタ１３１に画面を表示させることによって
、または音声をスピーカ２３１から出力させることによって行われる。
【０１１１】
　ステップＳ６において、印刷処理部３０３は、利用者により選択された画像をプリンタ
２４１に出力してシール紙に印刷させる印刷処理を行う（開始する）。
【０１１２】
　また、タブレット内蔵モニタ１６１に表示される、事後接客処理の開始ボタンが選択さ
れると、ステップＳ７において、事後接客処理部３０４は、印刷終了待機中の利用者に対
する事後接客処理を行う。具体的には、事後接客処理部３０４は、撮影画像や編集済みの
画像を携帯端末に送信する携帯送信ゲーム処理を事後接客処理として行い、携帯端末の電
子メールアドレスを直接入力することで画像を携帯端末に送信するか、非接触型ＩＣと通
信することで画像を携帯端末に送信するかを利用者に選択させる送信方法の選択画面や、
送信する画像の選択画面をタブレット内蔵モニタ１６１に表示させ、利用者による操作に
応じて画像を送信する。
【０１１３】
　印刷が終了すると、ステップＳ８において、事後接客処理部３０４は、印刷が終了した
旨をタブレット内蔵モニタ１６１に表示させ、プリンタ２４１は、画像が印刷されたシー
ル紙をシール紙排出口１６３に排出し、処理を終了させる。
【０１１４】
　また、写真シール作成装置１は、撮影画像に対して所定の画像処理を行うことによって
、撮影画像における被写体の見栄えを良くすることができる。
【０１１５】
　次に、図１２のフローチャートを参照して、図１１のステップＳ２の撮影処理の詳細な
例について説明する。
【０１１６】
　ステップＳ１０１において、撮影処理部３０１の操作入力処理部３１１は、タッチパネ
ルモニタ９３を用いて、撮影コース選択画面を表示させ、利用者に撮影コースの選択を促
す。
【０１１７】
　利用者が選択可能なコースとしては、例えば、利用者の全身を撮影する全身撮影コース
、または、利用者の顔若しくは上半身を撮影するアップ撮影コースなどがある。
【０１１８】
　ステップＳ１０２において、撮影処理部３０１の管理部３１６は、撮影処理の経過時間
ｔの計時を開始する。
【０１１９】
　ステップＳ１０３において、操作入力処理部３１１は、タッチパネルモニタ９３を用い
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て、合成用画像選択画面を表示させ、利用者に合成用画像の選択を促す。
【０１２０】
　ここで、合成用画像とは、撮影画像に合成するための背景画像や前景画像のことである
。なお、合成用画像選択画面には、合成用画像だけでなく、例えば、撮影画像における被
写体の代わりのモデル画像と合成用画像が合成されたサンプル合成用画像が表示されても
よい。このサンプル合成用画像は、合成ではなく、もともとモデルが写りこんでいる画像
であってもよい。
【０１２１】
　なお、ステップＳ１０３の処理は実行されないようにしてもよい。
【０１２２】
　ステップＳ１０４において、管理部３１６は、カメラ９１を制御して、被写体の動画像
（被写体動画像）の取得を開始させる。
【０１２３】
　ステップＳ１０５において、タッチパネルモニタ９３を用いて、図１３を参照して後述
するライブビュー画面表示処理が実行される。これにより、タッチパネルモニタ９３に、
被写体動画像が表示され、被写体の位置をベストポジションに近づけるべく、利用者の誘
導が行われる。なお、詳細は後述するが、ライブビュー画面表示処理においては、被写体
動画像の一部が抽出されて、誘導用動画像としてタッチパネルモニタ９３に表示される。
【０１２４】
　ステップＳ１０６において、トリミング処理部３１４は、被写体動画像の一部を抽出す
る。ここでは、カメラ９１により撮影された被写体動画像から、被写体（例えば、利用者
の顔の部分）を含む一部の領域であって、上述の誘導用画像より小さい面積の領域が抽出
される。このとき、抽出された画像は、撮影直前動画像としてステップＳ１０７の処理に
伴ってタッチパネルモニタ９３に表示される。
【０１２５】
　ステップＳ１０７においては、管理部３１６は、シャッタータイミングまでのカウント
ダウン（例えば、初期値が３秒）を開始する。このとき、管理部３１６は、表示制御部３
１５を制御し、例えば「３，２，１，０」などとシャッタータイミングまでの残り秒数（
カウント）に応じた画面を、タッチパネルモニタ９３に表示させ、さらに、スピーカ２２
４からもカウントダウンの音声を出力させて利用者にシャッタータイミングを通知し、カ
メラ９１を制御してシャッタータイミングに同期して撮影を実行させる。
【０１２６】
　また、ステップＳ１０７においてカウントダウンとともに、撮影直前動画像が表示され
る。すなわち、誘導用動画像に代えて、カウントダウンの際には撮影直前動画像が表示さ
れることになる。
【０１２７】
　つまり、被写体動画像の取得が開始されてから、撮影のカウントダウンが開始されるま
での期間では、タッチパネルモニタ９３に誘導用動画像が表示されるようにし、撮影のカ
ウントダウンが開始されると、タッチパネルモニタ９３に撮影直前動画像が表示される。
【０１２８】
　撮影が実行されたことにより、トリミング処理部３１４によりカメラ９１から出力され
る被写体の画像の一部が抽出されて静止画像として出力され、保存される。また、合成用
画像と合成する場合には、トリミング処理部３１４によりカメラ９１から出力される被写
体の画像の一部が抽出されて静止画像として出力され、合成用画像と合成されて、保存さ
れる。ここで、保存された静止画像が、後の処理において撮影画像として取り扱われる。
【０１２９】
　ステップＳ１０８において、表示制御部３１５は、タッチパネルモニタ９３を用いて、
撮影結果画像を表示させる。すなわち、撮影のタイミングで取得された撮影画像（上述の
ように保存された静止画像）が、タッチパネルモニタ９３に撮影結果画像として表示され
る。
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【０１３０】
　ステップＳ１０９において、管理部３１６は、撮影回数が所定数Ｘ（例えば、６回）に
到達したか否かを判定する。そして、撮影回数が所定数Ｘに到達していないと判定された
場合、処理はステップＳ１０５に戻されて、それ以降が繰り返される。その後、ステップ
Ｓ１０９において、撮影回数が所定数Ｘに到達したと判定された場合、処理はステップＳ
１１０に進められる。
【０１３１】
　ステップＳ１１０において、管理部３１６は、経過時間ｔが所定時間Ｔ（例えば、５分
間）を経過したか否かを判定する。ここで、経過時間ｔが所定時間Ｔを経過していないと
判定された場合、例えば、ボーナス撮影（所定数Ｘ回を超える撮影）が許可されて、処理
はステップＳ１０５に戻される。
【０１３２】
　反対に、経過時間ｔが所定時間Ｔを経過していると判定された場合、処理はステップＳ
１１１に進められる。
【０１３３】
　ステップＳ１１１において、操作入力処理部３１１は、タッチパネルモニタ９３を用い
て、編集対象画像選択画面を表示させ、利用者に対し、複数の撮影画像の中から複数の編
集対象画像を選択するように促す。ここで、編集対象画像とは、編集処理を施した後にシ
ール紙に印刷する画像を指す。
【０１３４】
　このようにして撮影処理が実行される。
【０１３５】
　次に、図１３のフローチャートを参照して、図１２のステップＳ１０５のライブビュー
画面表示処理の詳細な例について説明する。
【０１３６】
　ステップＳ１５１において、カメラ９１は、被写体動画像を取得する。
【０１３７】
　ステップＳ１５２において、顔画像認識部２１２は、ステップＳ１３１で取得された被
写体動画像において利用者（被写体）の顔の位置を認識する。
【０１３８】
　ステップＳ１５３において、画像処理部２１３は、被写体動画像における認識された被
写体の顔の範囲を対象枠として設定する。
【０１３９】
　ステップＳ１５４において、トリミング処理部３１４は、ステップＳ１５１の処理で取
得した被写体動画像の一部である誘導用動画像を抽出する。
【０１４０】
　ステップＳ１５５において、表示制御部３１５は、ステップＳ１５４の処理で抽出され
た誘導用動画像を、タッチパネルモニタ９３に表示する。
【０１４１】
　ステップＳ１５６において、表示制御部３１５は、目標枠と対象枠の位置を比較する。
ここで、対象枠は、ステップＳ１５３の処理で設定された対象枠とされ、被写体動画像に
おける被写体の顔の範囲とされる。一方、目標枠は、例えば、ステップＳ１０３の処理で
選択された合成用画像に対応するサンプル合成用画像におけるモデルの顔の範囲とされる
。
【０１４２】
　例えば、図１４Ａに示されるようなサンプル合成用画像にモデルが写っているものする
。この場合、図１４Ｂに示されるようなライブビュー画面において、被写体である利用者
Ａの顔の範囲（図中の点線の矩形）が対象枠３５１として設定され、サンプル合成用画像
におけるモデルの顔の範囲（図中の実線の矩形）が目標枠３５２として設定される。
【０１４３】
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　すなわち、目標枠３５２は、ステップＳ１０３の処理で選択された合成用画像を合成す
る場合、理想的な顔の位置および大きさを特定するものであり、目標枠３５２の中に顔が
配置された撮影画像は、当該合成用画像を合成する場合に理想的な構図の画像となる。
【０１４４】
　なお、目標枠３５２と対象枠３５１は、例えば、常に各辺の長さの比率が一定の長方形
とされるものとする。すなわち、被写体のカメラ９１からの距離に応じて、対象枠３５１
の面積は変化するが、常に目標枠３５２と相似の形状の対象枠が設定されるものとする。
【０１４５】
　ステップＳ１５７において、表示制御部３１５は、ベストポジションであるか否かを判
定する。このとき、例えば、目標枠３５２と対象枠３５１が合致した場合、被写体の位置
がベストポジションであると判定される。
【０１４６】
　例えば、対象枠３５１の長方形の４つの頂点の座標が特定され、目標枠３５２の長方形
における対応する頂点との間の距離が計算される。そして、計算された距離が予め設定さ
れた閾値より小さい場合、目標枠３５２と対象枠３５１が合致した（被写体の位置がベス
トポジションである）と判定される。
【０１４７】
　あるいはまた、目標枠３５２の垂直方向の一辺の長さと、対象枠３５１の垂直方向の一
辺の長さとの差分の絶対値が閾値と比較されるようにし、この差分の絶対値が閾値より小
さい場合、目標枠３５２と対象枠３５１が合致した（被写体の位置がベストポジションで
ある）と判定されるようにしてもよい。
【０１４８】
　ここでは、目標枠３５２と対象枠３５１の合致を検出することにより、ベストポジショ
ンを検出する例について説明するが、これとは異なる方式でベストポジションが検出され
るようにしてもよい。例えば、カメラ９１により撮影された画像の中で利用者の顔の大き
さ（面積）が所定の範囲内であることが検出されて、ベストポジションが検出されるよう
にしてもよい。この場合、例えば、ステップＳ１５３の処理などは実行されないようにし
てもよい。
【０１４９】
　ステップＳ１５７において、ベストポジションではないと判定された場合、処理は、ス
テップＳ１５８に進む。
【０１５０】
　ステップＳ１５８において、表示制御部３１５および管理部３１６により、誘導情報が
提示される。このとき、例えば、ステップＳ１５６での比較の結果に基づいて、目標枠と
対象枠を合致させるために、利用者が移動すべき方向が特定される。例えば、利用者が、
カメラ９１に向かって前後左右のどの方向に移動すべきかが特定される。
【０１５１】
　そして、例えば、「右後方に移動してね！」、「もっと前に来てね！」などの文言、ま
たは、移動方向を表す矢印などの記号が誘導情報として提示される。誘導情報は、例えば
、タッチパネルモニタ９３に表示されるようにしてもよいし、スピーカ２２４から音声と
して出力されるようにしてもよいし、それらが同時に行われるようにしてもよい。
【０１５２】
　ステップＳ１５８の処理の後、処理は、ステップＳ１５４に戻り、それ以降の処理が繰
り返し実行される。
【０１５３】
　一方、ステップＳ１５７において、ベストポジションであると判定された場合、処理は
、ステップＳ１５９に進む。
【０１５４】
　ステップＳ１５９において、表示制御部３１５および管理部３１６により、ベストポジ
ションである旨が提示される。このとき、例えば、タッチパネルモニタ９３に表示される
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誘導用動画像の中の利用者の顔に近い部分に「ＢＥＳＴ！」という文字列が表示される。
あるいはまた、誘導用動画像の中の所定の部分を明滅させたり、スピーカ２２４から、被
写体の位置がベストポジションである旨の音声が出力されるようにしてもよい。さらに、
それらが同時に行われるようにしてもよい。
【０１５５】
　このようにして、ライブビュー画面表示処理が実行される。
【０１５６】
　図１５は、図１２の撮影処理および図１３のライブビュー画面表示処理において、カメ
ラ９１から出力される画像の例を示す図である。すなわち、図１５に示される画像は、図
１２のステップＳ１０４の処理で、被写体動画像の取得が開始されてから、撮影処理が終
了するまで、カメラ９１から出力される画像４０１の例を示している。この例では、２人
の利用者を撮影した画像４０１が示されており、図１２のステップＳ１０１では、利用者
の上半身を撮影するアップ撮影コースが選択されて画像４０１が得られたものとする。
【０１５７】
　図１５には、トリミング処理部３１４により抽出される領域を表す枠４１１乃至枠４１
３が示されている。枠４１１乃至枠４１３は、いずれも長方形の枠とされ、枠４１１は枠
４１２より面積が大きく、枠４１２は枠４１３より面積が大きい。
【０１５８】
　枠４１１は、誘導用動画像に対応する領域を表すものとされる。枠４１２は、撮影直前
動画像に対応する領域を表すものとされる。枠４１３は、撮影結果画像に対応する領域を
表すものとされる。なお、撮影結果画像は、その後の処理において、編集対象画像、編集
済み画像として用いられることになる。
【０１５９】
　図１６は、図１５の画像４０１から抽出された誘導用動画像、撮影直前動画像、および
撮影結果画像の例を示す図である。図１６Ａは誘導用動画像であり、図１６Ｂは撮影直前
動画像であり、図１６Ｃは撮影結果画像である。
【０１６０】
　図１６Ａの誘導用動画像は、図１５の枠４１１に対応して抽出された画像なので、図１
６Ｂまたは図１６Ｃと比較して面積の大きい画像とされている。一方で、図１６Ａの誘導
用動画像全体に占める被写体（２人の利用者）の割合は小さくなっている。
【０１６１】
　図１６Ｃの撮影結果画像は、図１５の枠４１３に対応して抽出された画像なので、図１
６Ａまたは図１６Ｂと比較して面積の小さい画像とされている。一方で、図１６Ｃの撮影
結果画像全体に占める被写体（２人の利用者）の割合は大きくなっている。
【０１６２】
　図１６Ｂの撮影直前動画像は、図１５の枠４１２に対応して抽出された画像なので、図
１６Ａおよび図１６Ｃの中間の面積の画像とされている。また、図１６Ｂの撮影直前動画
像全体に占める被写体（２人の利用者）の割合も図１６Ａおよび図１６Ｃの中間となって
いる。
【０１６３】
　例えば、図１６Ａの誘導用動画像は、画像４０１（原画像と称することにする）の約８
０％の面積の長方形により構成され、図１６Ｂの撮影直前動画像は、原画像の約７０％の
面積の長方形により構成され、図１６Ｃの撮影結果画像は、原画像の約６０％の面積の長
方形により構成される。
【０１６４】
　なお、図１６Ｂや図１６Ｃを、タッチパネルモニタ９３のライブビュー画面の表示領域
に合わせて、拡大して表示するようにしてもよい。また、図１６Ｂまたは図１６Ｃは、実
際に図１６Ａより小さいサイズの画像としてタッチパネルモニタ９３のライブビュー画面
の表示領域に表示され、サイズの差異部分は白色やグレーで表示されるようにしてもよい
。
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【０１６５】
　また、図１５と図１６を参照して上述した例では、誘導用動画像、撮影直前動画像、お
よび撮影結果画像において、利用者の顔が、画像の中の上半分の領域に入るように、図１
５の枠４１１乃至枠４１３がトリミングされている。しかしながら、例えば、誘導用動画
像、撮影直前動画像、および撮影結果画像のそれぞれにおいて利用者の顔が、画像の中で
異なる位置に表示されるようにしてもよい。例えば、誘導用動画像、および撮影直前動画
像では、利用者の顔が、画像の中の上半分の領域に入るように、図１５の枠４１１および
枠４１２がトリミングされるようにし、撮影直前動画像では、利用者の顔が、画像の中央
の領域に入るように、図１５の枠４１３がトリミングされるようにしてもよい。
【０１６６】
　すなわち、図１５と図１６を参照して上述した例では、原画像の中の同一の位置（図中
左側の利用者の肩付近）を中心として誘導用動画像、撮影直前動画像、および撮影結果画
像に対応する枠４１１乃至枠４１３がトリミングされていた。しかし、例えば、顔認証技
術などを用いて、原画像の中での顔の位置情報を取得することにより、誘導用動画像、撮
影直前動画像、および撮影結果画のそれぞれにおいてトリミングされる枠の中心となる位
置が変更されるようにしてもよい。
【０１６７】
　つまり、誘導用動画像、撮影直前動画像、および撮影結果画像に対応する枠４１１乃至
枠４１３のそれぞれの領域が可変的にトリミングされるようにしてもよい。
【０１６８】
　例えば、撮影直前動画像または撮影結果画像など、画像全体に占める被写体の割合が大
きい画像においては、被写体の一部（例えば、利用者の頭頂部など）が切れて表示されて
しまうことがある。枠４１１乃至枠４１３のそれぞれの領域が可変的にトリミングされる
ようにすることで、被写体の一部が切れて表示されることを回避することができる。
【０１６９】
　アップ撮影コースが選択された場合、図１６Ｃに示されるように、被写体である２人の
利用者の上半身を充分に大きく表示した撮影結果画像を得る必要がある。このため、ライ
ブビュー画面表示処理において、ベストポジションは、カメラ９１に十分に近い位置とさ
れ、利用者をカメラ９１に近づけるように誘導する必要がある。
【０１７０】
　図１３を参照して上述したように、ライブビュー画面表示処理において、利用者はタッ
チパネルモニタ９３に表示された誘導用動画像を見ながら、誘導情報に従って撮影空間Ａ
１内を移動することになる。このとき、一般的な利用者は小顔に写りたいため、カメラ９
１に近づくことをためらう傾向がある。
【０１７１】
　つまり、利用者には写真に写った自分の顔をできるだけ小さく見せたいという願望があ
り、例えば、「もっと前に来てね！」などの誘導情報を提示しても、なかなかカメラ９１
に近づこうとしない利用者も多い。
【０１７２】
　従来の技術では、例えば、ライブビュー画面表示処理では、常に同じ大きさの被写体動
画像がタッチパネルモニタ９３に表示されていた。例えば、従来は、誘導用動画像として
図１６Ｂと同じ大きさの領域が抽出され、被写体動画像が表示されていた。このため、被
写体動画像に占める自分の顔の割合が大きくなり、自分の顔が大きく感じられるので、「
もっと前に来てね！」などの誘導情報を提示しても、なかなかカメラ９１に近づこうとし
ない利用者が多かった。
【０１７３】
　そこで、本発明では、個々の静止画像が撮影されるまでの期間を２つの期間に分類し、
被写体動画像を取得の取得が開始されてから、撮影のカウントダウンである３，２，１が
開始されるまでの期間では、タッチパネルモニタ９３に誘導用動画像（図１５の枠４１１
）である図１６Ａが表示されるようにし、撮影のカウントダウンである３，２，１が開始
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されると、タッチパネルモニタ９３に撮影直前動画像（図１５の枠４１２）である図１６
Ｂが表示されるようにした。そして、撮影処理の結果、最終的に得られた画像（静止画像
）として、タッチパネルモニタ９３に撮影結果画像である図１６Ｃが表示されるようにし
た。
【０１７４】
　すなわち、図１６Ｂの撮影直前動画像より面積の大きい画像を、画像４０１から抽出し
、図１６Ａの誘導用動画像としてタッチパネルモニタ９３に表示されるようにした。図１
６Ａの誘導用動画像の場合、図１６Ｂの撮影直前動画像の場合と比較して、被写体動画像
に占める自分の顔の割合が小さくなるので、自分の顔を小さく感じさせることができ、出
来上がりの画像（撮影結果画像）では、図１６Ｃに示されるように、顔が大きく写り、写
真シールとして相応しい構図の画像を得ることができる。
【０１７５】
　あるいはまた、撮影処理の結果、最終的に得られた画像（静止画像）として、撮影結果
画像である図１６Ｃがタッチパネルモニタ９３に表示されないようにしてもよい。すなわ
ち、図１２のステップＳ１０８でタッチパネルモニタ９３に撮影結果画像が表示されるこ
とになるが、このとき表示される撮影結果画像が図１６Ｃとは異なるサイズの画像とされ
るようにしてもよい。
【０１７６】
　図１２のステップＳ１０８では、タッチパネルモニタ９３に、例えば、「こんなふうに
撮れたよ！」というメッセージとともに撮影結果画像が表示される。この際、表示される
撮影結果画像が、例えば、図１５の枠４１２に対応して抽出されるようにしてもよい。
【０１７７】
　例えば、上述した場合と同様に、被写体動画像を取得の取得が開始されてから、撮影の
カウントダウンである３，２，１が開始されるまでの期間では、タッチパネルモニタ９３
に誘導用動画像（図１５の枠４１１）である図１６Ａが表示され、撮影のカウントダウン
である３，２，１が開始されると、タッチパネルモニタ９３に撮影直前動画像（図１５の
枠４１２）である図１６Ｂが表示される。しかし、上述した場合とは異なり、撮影結果画
像として、図１５の枠４１２に対応して抽出された、図１６Ｂに示されるものと同じサイ
ズの静止画像が表示されるようにしてもよい。そして、例えば、図１１のステップＳ４の
編集処理において、編集空間Ａ２－１または編集空間Ａ２－２のタブレット内蔵モニタ１
３１に表示される編集対象画像として、図１６Ｃに示される画像と同じサイズの画像が表
示されるようにしてもよい。すなわち、編集対象画像、編集済み画像、携帯端末に送信す
る画像、シール紙に印刷される画像などは、図１６Ｃに示される画像と同じサイズの画像
となる。
【０１７８】
　誘導用動画像として、図１６Ａに示されるように、顔が小さく写った画像が表示される
ようにしても、撮影処理が終了する前に、図１６Ｃに示されるように、顔が大きく写った
画像が表示されると、利用者は無意識にカメラ９１から遠ざかることがある。例えば、第
１回目の撮影に対応する撮影結果画像として、図１６Ｃに示されるように、顔が大きく写
った画像が表示されると、第２回目の撮影において利用者が無意識にカメラ９１から遠ざ
かってしまうことがある。
【０１７９】
　このため、例えば、撮影処理が終了するまでは、図１６Ｃに示されるように、顔が大き
く写った画像が表示されないようにしてもよい。このようにすることで、例えば、利用者
を、より確実にカメラ９１に近づけるようにすることができるので、写真シールとして相
応しい構図の画像を得ることができる。
【０１８０】
　あるいはまた、編集対象画像、編集済み画像として、タブレット内蔵モニタ１３１に、
図１５の枠４１２に対応して抽出された、図１６Ｂに示されるものと同じサイズの静止画
像が表示されるようにしてもよい。そして、携帯端末に送信する画像、シール紙に印刷さ
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れる画像などは、図１５の枠４１３に対応して抽出された、図１６Ｃに示される画像と同
じサイズの画像となるようにしてもよい。
【０１８１】
　このようにすることで、編集処理中も顔が小さく写った画像が表示されるので、利用者
は顔が小さく写っていることを確認し、安心して編集を楽しむことができる。一方で、シ
ール紙に印刷される画像などは、顔が大きく写った画像とされ、構図のよい画像を提供す
ることができる。
【０１８２】
　なお、編集対象画像、編集済み画像として、タブレット内蔵モニタ１３１に図１６Ｂに
示されるものと同じサイズの静止画像が表示されるようにする場合、シール紙に印刷され
る画像などは、編集処理後に、図１６Ｃに示される画像と同じサイズにトリミングされる
ことになる。従って、編集対象画像、編集済み画像として表示された画像の外周付近の領
域に編集情報が入力された（例えば、ペンで落書きされた）としても、トリミングされて
欠落してしまうことになる。このため、編集対象画像、編集済み画像として表示された画
像の外周付近の領域を、編集入力対象外領域とし、編集入力が受け付けられないようにし
てもよい。この際、編集入力対象外領域を、利用者から見て目立たない薄いグレーなどの
色で表示するようにしてもよい。
【０１８３】
　さらに、編集対象画像、編集済み画像、および携帯端末に送信する画像は、図１５の枠
４１２に対応して抽出された、図１６Ｂに示されるものと同じサイズの静止画像が表示さ
れるようにし、シール紙に印刷される画像は、図１５の枠４１３に対応して抽出された、
図１６Ｃに示される画像と同じサイズの画像となるようにしてもよい。
【０１８４】
　携帯端末に送信する画像は、携帯端末のディスプレイに表示されるものであり、例えば
、十分な大きさに拡大して表示することも可能である。このため、例えば、携帯端末に送
信する画像はあえて、顔が小さく写った画像とされるようにしてもよい。
【０１８５】
　従って、本発明によれば、利用者が意図する構図の画像を提供することができる。
【０１８６】
　なお、図１５と図１６を参照して上述したように、原画像から、誘導用動画像、撮影直
前動画像、および撮影結果画像を、それぞれ異なる面積の画像として抽出する処理は、例
えば、図１２のステップＳ１０１で選択された撮影コースに応じて行われるようにしても
よい。
【０１８７】
　例えば、アップ撮影コースが選択された場合、誘導用動画像、撮影直前動画像、および
撮影結果画像を、それぞれ異なる面積の画像として抽出するようにし、全身撮影コースが
選択された場合、誘導用動画像、撮影直前動画像、および撮影結果画像を、それぞれ同じ
面積の画像として抽出するようにしてもよい。
【０１８８】
　ところで、上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソ
フトウェアにより実行させることもできる。上述した一連の処理をソフトウェアにより実
行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、ネットワークや記録媒体
からインストールされる。
【０１８９】
　この記録媒体は、例えば、図８に示されるように、装置本体とは別に、写真シール作成
装置１の管理者にプログラムを配信するために配布される、プログラムが記録されている
磁気ディスク（フレキシブルディスクを含む）、光ディスク（ＣＤ-ＲＯＭおよびＤＶＤ
を含む）、光磁気ディスク（ＭＤを含む）、もしくは半導体メモリなどよりなるリムーバ
ブルメディア２０５により構成されるだけでなく、装置本体に予め組み込まれた状態で管
理者に配信される、プログラムが記録されているＲＯＭ２０６や、記憶部２０２に含まれ
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【０１９０】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、記
載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理され
なくとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０１９１】
　以上において、印刷媒体は、シール紙や写真紙に限られるものではなく、例えば、所定
のサイズの紙やフィルム、ポスター用の紙、テレホンカードなどのカード、あるいは、Ｔ
シャツなどの布地などに印刷するようにしてもよい。
【０１９２】
　また、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１９３】
　１　写真シール作成装置
　１１　撮影ユニット
　１２　編集部
　１３　事後接客部
　２０１　制御部
　２０８　撮影部
　２０９　編集部
　２１０　事後接客部
　３０１　撮影処理部
　３０２　編集処理部
　３０３　印刷処理部
　３０４　事後接客処理部
　３１１　操作入力部
　３１２　顔画像認識部
　３１３　画像処理部
　３１４　トリミング処理部
　３１５　表示制御部
　３１６　管理部
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